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Case Study of “Himiko-kura” in Miyoshi City, Hiroshima
Rural revitalization is often undertaken in Japan. However, the quality of life 
of the residents of these areas isn’t often taken into account.
I am currently studying the case of “Himiko-kura”, a local revitalization 
group which is revitalizing the area of Miyoshi-city, Hiroshima by preserving an old 
Japanese-sake brewery.
My primary focus is this action group, especially their president. This study 
considers rural revitalization through the specific lens of “Himiko-kura”. Based on 
the success of “Himiko-kura” in raising the standard of living in Miyoshi, this study 















地域住民が自律的に行う地域おこし活動の現状や今後の課題について考察する研究 ［槇村 2000; 
井上 2002］や、地域活性化につながる地域おこしの方法や実践についての研究が行われるよう

















































































プロジェクト」というイベントを 2007 年から年 1 回行うことにした。「蔵プロジェクト」は、現
在までに 8 回開催されている。蔵プロジェクトは、蔵の全体を使って、出店を行ったり、ライブ



































































































































































































（2） 宇坪涼美さんからの聞き取り調査（2012 年 2 月 5 日）。
（3） 宇坪涼美さんが 2008 年に作成した「蔵プロジェクト文書」に記載。
（4） 「お宝猫ワークショップ」で作成したパネル文書に記載。
（5） 註 2 を参照。
（6） 註 2 を参照。（　）内は著者が加筆。
（7） 蔵プロジェクト第 7 回（2013 年 6 月 29 日～ 30 日）において行ったアンケート調査（140 枚配布、
回答 87 枚）による。アンケート調査は、蔵プロジェクト受付で来場者や出店者に配布し、帰る
際に受付に設置しているボックスで投函回収した。
（8） 蔵プロジェクト第 6 回（2012 年 9 月 15 日～ 16 日）において行ったアンケート調査（200 枚配布、
回答 78 枚）による。
（9） 註 2 を参照。




（11） 註 2 を参照。
（12） N さんの事例については、N さんからの聞き取り調査（2015 年 9 月 19 日）および宇坪さんから
の聞き取り調査（2012 年 2 月 5 日）による。
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